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エムスリーとソニーグループの合弁会社である株式会社サプリム(本社：東京都港区、代表

取締役社長：富山泰司、URL ： https://www.sapplym.com/、以下「サプリム」)は、2024

年８月１日から、サプリムの睡眠時無呼吸症候群リスク判定サービス「Sleep Doc」(URL ： 

https://sleep-doc.jp/ )を、運輸・運送業界の方々向けに実質価格 1,000 円～の特別価格にて

提供いたします。 

 

■背景 

睡眠時無呼吸症候群の方は、交通事故の発生率が 7 倍、労災被災率は 1.4 倍、うつ病発症率

は 2 倍など、安全面や健康面でのリスクが高くなるものの、適切な治療を行うことで、これ

らのリスクの多くは軽減するといわれています(※1)(※2)(※3)。 

しかし、重症者でも自覚症状が無いケースが多く、いびきや日中の眠気、夜間の頻繁な排尿、

朝の喉の乾きなどが、SAS の方によく見られる症状であることを認識していなかったり、

検査価格がネックとなり、日本人の 6 人に 1 人である約 2,200 万人が潜在患者といわれて

いるなかで、治療を受けている方はわずか 65 万人にとどまっています(※4) (※5) (※6) (※7) (※8) 

(※9)。 

 

また、運輸・運送業界においては、国土交通省から SAS の「スクリーニング検査の基本は

運転者全員を対象に実施」と示されているものの、トラック業界で約 4 割（従業員数 50 人

以下では 3 割）、タクシー業界では約 2 割しか SAS のスクリーニング検査は受診されてい

ないのが現状です。(※10 )(※11)  

 

なお、実施率が低いタクシー業界においては、検査を実施していない事業者の約８割は検査

の必要性を感じているものの、６割は検査価格が高く実施に至っておらず、検査価格が

2,000 円以下であれば、最大 75％が受診すると回答しています。(※12) 

【実質 1,000 円～】睡眠時無呼吸症候群のリスク判定サービス「Sleep Doc」を 

運輸・運送業界向け特別価格で提供 

https://www.sapplym.com/
https://sleep-doc.jp/


 

 

 

 

 

 

■本取組みの概要 

今回サプリムでは、交通事故を起こしたときの影響が特に大きい運輸・運送業界の方々向け

に、特別価格での SAS リスク判定検査を提供することで、SAS 潜在患者の方々が適切な治

療を受けられるようにサポートし、交通事故の低減やドライバーの方々の健康増進を目指

します。 



 

・企業プラン：2,000 円/検査（税別）。キャッシュバック後の実質価格 1,000 円/検査 

       https://bit.ly/4cbQYs0 からお申込ください。 

       弊社担当より実施内容、時期等の確認 

のご連絡をさせていただきます。 

 

・個人プラン：2,900 円/検査（税別）。キャッシュバック後の実質価格 1,900 円/検査 

       https://bit.ly/3WCYPKh からお申込ください。 

       内容確認後、検査機器をお送りさせていただきます。 

 

・実施期間：2024 年 8 月 1 日～12 月 31 日 

 

【検査についての注記】 

◇企業プラン 

・20 検査以上一括申込、企業にて機器の取り回しや登録を行い、2 検査/週・機器のペースで実施頂く場合

です。 

・キャッシュバックは Sleep Doc で「高リスク」または「中リスクかつ自覚症状あり」と判定された受検

者の方が、弊社からレポート送付後 2 ヶ月以内に医療機関を受診し、SAS 検査を実施したことがわかる診

療報酬明細書の写真等を指定のフォームから報告いただいた場合に 1,000 円/検査を企業に一括で返金いた

します。 

◇個人プラン 

・キャッシュバックは Sleep Doc で「高リスク」または「中リスクかつ自覚症状あり」と判定され、弊社

からレポート送付後 2 ヶ月以内に医療機関を受診し、SAS 検査を実施したことがわかる診療報酬明細書の

写真等を指定のフォームから報告いただいた場合には 1,000 円/検査を支払時に使用いただいたクレジット

カードに返金いたします。 
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■Sleep Doc の特徴 

 

・【簡単】自宅で簡単に計測可能 

・【高精度】ソニー製ウェアラブルデバイスを用い、特許出願中のアルゴリズムで判定 

・【安心】エムスリー株式会社の持つネットワークを活用した全国約 3,000 のクリニック 

紹介など、アフターフォローが充実 

・【高評価】医師 100 名の 90％が「Sleep Doc」を簡単で使いやすいと評価(※13) 

 

・Sleep Doc の利用方法 

ソニー製計測デバイス（レンタルモデル）の場合 
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◆サプリムの会社概要 

商号 株式会社サプリム 

本社所在地 東京都港区赤坂 1-11-44 赤坂インターシティ 10 階 

設立 2022 年 4 月 1 日 

資本金 5 億円（資本準備金含む） 

事業内容  通信ネットワーク、電子技術及び情報通信機器を活用した医療・ヘルスケ

ア分野におけるサービス開発及び販売 

URL https://www.sapplym.com/ 

 

 

■本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

株式会社サプリム 

TEL：050-1745-9310 

担当：金子、久司 

email: sd-contact@sapplym.com 

※平日 10 ：00～17：00（土・日・祝・年末年始を除く） 

https://www.sapplym.com/

